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明
治
十
年
札
幌
一階
樂
困
の
-lla
水
を
利
用
-
て

試
ら

れ
た
--E
・

那
の
人

r-一
嚇
化
設
驗
は
常
時
開
相
使
に
-
川

一は
れ
一J
艦

一Mの
指
通
一一を
し
て
一〇
た

米
人
ユ
ー

・
ェ
ス

・
ト

リ

ー
ト

の
勘
告
に

よ
る
も
の
で
あ
つ
た
）
こ
一一

結
果
は
後
年
・ :
1

・・・一一n:
細
業
-
驗

一"-の
--
．

人
1-
'

解
化
一一・一一驗
，-，一
な
り
又
茂

a
-一地
川
其
他
道
南
に

於
け
る
各

地
S
民
番
解
化
場
設
置

，
と
f
第
に

發
展
し
た

。然
し
本

通
の
一M-
館

解
化
・ :
1

f

業
興
降
の
最
初

）．段
階
を
-M:

み
出
し
た
の
は
明
治

二
十

一
年
に

千
一一一一一川
に

北
海
適
聽
經
管
の

一
大

解
化
場
を
設
世
し
た
ら
，0

で
・一，---
-一
割
一一W---一一''J
れ
一．し
-、

'一来
明
治

三
-'
年
'

明

這
に

欲
一一一'と
し
て

民
・一f解化
場
が
設
立

，・．a
-
。-
-
-

，、一一
も
從
来
は
・一・一・ :

と

l・
て
道
商
半
部
の
一一一''域
に

-， iめ
f

れ
た
晰
化
:

場
は
南
千
・一 :

e一
一一・一
含
む
北

半
部
の
一一一=一 :一一f一
漁
地
域
に

も
分
布
す
る
様
一一
◆

，s

，・・M一
方
一n:一は
之
に

對
し

て

補
助

金
を
交
付
す
る
途
シ
開
・一一-愈
々
本

j 1;
----
の
-

要
性
が
認

一一一一-

れ
て

來
た

。

明
治

四
十

三
年
北
海
道
一一 :

m
殖
計
1-一が税
立
さ
れ
て
か
ら
は
本
事
業

も
之
に

採
り
上
げ
ら
れ
た
が
昭
和

二
年
，一第
二
期
M
殖
計
r一の一一… :一施

さ
一，-一一・・・
に

及
ん
で
國
種
に

よ
る
助
成
制
度
の
確
立
・一，-
一
見
た

。期
く
し

て
囲
發
總
管
の
孵
化
場
が
三
ヶ
所

、
民
書
が
約
五
十
グ

所
の
多
き
に

達
し
た
が
一
，J

の
盛
況
を
誇
る
反
面
に

孵
化
場
相
互
の
有
機
的
連
絡
を

欠
く
と
こ
ろ
あ
り
--l-
て

經
能
一一一上
技
術
上
の
不
利
'

イ
使
を
'

本

炒
感
ぜ
ら

れ
た
ば
か
り
一一一・一
な
く
經
営
一小

振
一S
，

も
の
は
番
利
本
位
の

一…一
，業
化
す
る

般

，確一の
芽
生
へ
も
現
は
れ
て
来
た

。
又
創

始
常
時
S
開
-lf
般
-l-
か
ら

l
て
'-一む
を
得
な
か
つ
た
こ
と
で
あ
一一C'
う

が
一一一一一一一一 :
:

能

一化
場
の
一一一一-一管
者

は
多

く
は
一一一川内
確

， ）．開
相
住
民
の
…

a一一，一殖
保
護
一一 :
:

u
欲

が
--…
体
を
な
す

も
の
で
あ
つ
た
た
め
本
事
業
経
管
の

一一一・・ :

'一精
た
る

べ
・一一・，・ :-一一一一一館
-fa
業
者
の

參
加
は
案
外
に
少
い
こ
と

、・一
般
-tl-
人
の
本
一Mt一
業
に

對
す
る
理
解
は

割
合
に

少
い
こ
と
は
事
業
0

番
と
そ
の
効
果
を
舉
ぐ
る
上
の
欠
陷

と
し
て
流
感
r一、-l;れ
た
の

一'l l
l

3
和
・一ル
年
度
に

民
管
解
一

化
場
---
適
に
移
管

し
て
一一一一費-・
以
て

経
管
・
f
，，--
，

こ
と
に
し
て
こ
S
燃

，-r一
除
一-
、す
る
こ

と

が
出
來
た

。
（一
部
の

民
一一一一M
晰
'化
場
は
昭
和
十
二
年
度
に

移
一一1-l）。
こ

れ
で
現
在
の
本
適
一一於
け
る
難一雄
解
化
事
業
經
容

方
式
が
確
立
さ
れ

た
S
で
あ
つ
て
こ
れ
を
以
て
第
'

'

0
段
階
に
上
つ
た
も
の
と
言
へ
や

う

。
こ
の
第
二
段
階
に

上
つ
た
後
の
こ
と
は
戰
n:・
中
の
各
種
の
障
害

に
:

船
さ
れ
た
こ
と
は
已
む
一一一・一-
-
-一
な
い
と
し
て
一W
く
描
け
ば
爾
後
本
事

業
上
幾
多
の
好
果
を
收
め
て
現
在
に
及
ん
で
お
る

。
こ
れ
等
は

:一一一に

詳
述
し
な
く
と
も
比
較
的
近
代
の

こ
と
で
あ
る
か
ら
一設
者
も

一
應
は

識
承
さ
れ
て
ぉ
る
と
思
ふ
か
ら
省
一一一一 :す
る
が
唯
こ
の
間
に
於
け
る
民

- 1 -

北
海
道
-
-

館
流
業
協
同
組
合
の
解
散
に

営
り
研
化
一一一一・一一一一一
，
の
協
力
態
制
の
變
-

-
-一一一一
同
・

-lla
し
て
本

，
''．心

終

判
の
一一一代
/

度
い

-
-

半

田

芳

男

終

刊

の



間
側
の
一aE

力
状
況
に

就
て

一
言
し
て
見
度
い

。
と
一一一ふの
は
こ
れ
が

今
回
解
散
し
て
そ
の
使
命
を
果
し
た
北
海
適
難
錦
漁
業
協
同
細
合
の

殘
す
唯

一
の
通
産
で
あ
る
と
思
ふ
か
ら
で
あ
る

。

北
海
適
に

於
け
る
孵
化
事
業
に

對
す
る
民
開
の
協
力
態
制
の
一側
:

・一一

の
始
ま
り
は
今
一一一一・一・一-一る
二
十
九
年
前
大
正
十
一
．
年
に

設
立
・

． ・一一
れ
た
北

海
適
-ll-
歸
孵
化
事
業
研
究
會
で
あ
る

。
こ
の
開
体
は
常
時
の
解
化
事

業
に

直
接
開
係
を
持
つ
人
々

が
一-
体
で
一一一一一化
事
業
の
技
衛
の
統

一
向

上
を
期
す
る
の
が
目
的
で
あ
つ
た

。
昭
和

二
年
に
前
に

述
べ
た
第
二

期
拓
殖
計
調
0
:

．
'

施
に

よ
っ
て

国
費
に

よ
る
孵
化
事
業
の

:

要
一，一改
良

に
對
す
る
助
成
が
行
は
一・ :
-

・・・一
こ
と
に

な
っ
た
・0
，

，一一一^機と
し
て
本
會

も
之
に
順
應
し
て
械
充
を
す

る
．
-

J

と
に

な
り
北
海
道
-li

--n
解
化
事
一一一一一、

協
會
と
改

め
一一一一一一一m一流
業
者（
）加
入
・

・'
動
訪
し
て
本
適
-
館
解
化
事
業

振
興
に
寄
興
す
一一・一一こ
と
に

し
た

。特
筆
す

一一、・一'-・一一…一一一一に
、
，

，一
の
協
一一一一一は
昭

和
四
年
に

:
-一一一一ー附
一集
報
な
る
機
開
-
．一一一一一一一・:一一一一一一行
し
て
合
:
:

=
の
連
絡
と
知
識

の
交
換
を
圖
る
と
共
に

從
來
我
國
に
な
か
っ
・一
，--一一-
一的

一及
そ
の
'、
'一一一一一地・
に

開
す
る
專
門
雑
誌
の
特
色
を
・

、 :・
'

相
，し
て
期
界

一、の
直
献
-
期
し
た
、
，

こ
の
孵
化
事
業
協
會
は
主
と
-
て
本

通
、 :-

-

-
-

一一一一一一'化・… :
，--l-
振
興
に

對
し
て
精
神
的
E
力
を
な
す
こ
L
・一ル・
一 :u
的
と
し
一J
．
-
-

一一つ
た
が
昭
和
--一

年
に
民
書
解
化
場
を
適
/

一一 :

-
-ll-
管

，一た
機
會
に

總
消
上
S
協
力
・々
も
な

し
得
る
開
体
と
す
る
こ
と
の
必
要
を
認
-

の

こ

'一一一一．-一一 ::
の
下
に

準
:一M
-・・一一---

す

、Mて
居
・一一が
昭
和
十
年
に

は
北
海
通
-
-

一-
-

'-
'--
'

協
合
，-
名

稱
を

變
へ
昭
和
十
三
年
に
至
て
北
海
適
姚
的
保
護
組
合
と
な
っ
て
構
成
員

に

は
民
一0
最
化
事
業
開
係
者
の
み
一一，一 :

ら

-・:難一附
漁
業
者
の
加
人
を
極

力
一割
一一aW
し
組
合
員
よ
・n
，の
出
資
と
移
管
解
化
場
の
採
卵
後
の
親
角
の

携
下
を
受
け
て
そ
の
處
分
に
よ
る
全
利
金
を
以
て
解
化
事
業
へ
の
組

済
的
協
力
の
財
源
に

充
つ
る
こ
と
に
し
た

。昭
和
十
六
年
に

は
北
海

這
m-
， 、娜

保
護
協
力
組
合
と
・一一一話
・一一一一 :一
變

、
て

事
集
の
日
的
J

名
稱
に
判

然
と
表
は
る

、様
に
し
た

。一一一一一業
は
'
=
管
解
化
事
一業
が
性
算
不
足
と

か
法

一一一の制
--
下
に

在
て
實
施
-
得
一一一一J
る
部
面
を
こ
の

組
合
が
接
営

す
る
も
の

で
一一・
，

:

る
と
共
に

常
時

、一一一一一一'， :，
目
的
完
遂
の

一
m一とし
て
生

産
增
銀
第
一
キ
'

義
の
渦
中
に
一一一一一・一一，る
を
f本

燃
な
く

'一
れ
た

然
し
昭

和
二
-一
年
の
，aa
般
を
迎
へ
る

、一、一一，-- :

一M
・

直
下
職
時
設
立
-

网
体
と
し
て

…一 :
検

-
-
一
加
へ
ら
れ
特
に

一 :
:

-
' :
-一一一一意
見
・
一一
し
一一描成nu

一に
一に
開
係
地
'

M

-
．一
般
人
-
:
:
'

加
ふ

べ
し
と
の
こ
と
一c
本
組
合
を
解
散
し
て

新
に

北
海

適
一-
-
-

E
一增
殖
協
會
な
る
も
の
が
設
立
さ
れ
・一=
公
更
'
思
:

L一一一・、
政
清
家

を
も
加

、た
形
の
上
で
は
常
一々
た
一，、
一
大
協
會
と
な
つ
た
が
運
管
面

で
・一一 :

く
行
き
つ
ま
-
・:

進
=一a一一，:
ま
っ
た
結
果

一
且
解

一一一を
し

「保
護
B

力
組
合
に

:

…
…一 :
び
設
立
ル一n
， '，一して
一n一一一 J
二
-
年
度
の
事
業
を
ど
う
ゃ

ら

一 :-一一一一一す
る
こ
と
出
來
た
と
一，一ふ
一一一'態
を
演
じ
た
一
齣
も
あ
つ
た
o

一…一一一に
-
こ
れ
で
協
力
事
，． ・

，， :
中
断
・一一，一一，-0
れ
た

，
:
:

．は
幸
一一一一一）
で
あ

つ
た

。

期
機
た
經
-

'

-L
1
-

'

あ
つ
て
n
， l

'

十

一
事

に

足
-リ
，（
確

手
た

一-
法
人
E

体
・r・
作
る
必
要
あ
り
、・と
-

，
-

一・・・一一一一一一一節一
前一業者
，一一-体
と
す

'っ
北
海
一通

:
l

-一

解
・・一一-
殖
・

水
市
組
・:
、・

．
設
立
r
-

れ
た

。
然
し
戰
一 :，一一一の
世
和
-

悪
化
殊
に

r
'

・ '

濟
一-ト
・

（． :． '
」観
'・一一，o
化
本
'・
業
、
，

）・:．登一 :一し
い

一-
，-

:

・

．

時
-
:

，-'
興
へ
時

2 -

に

水
産
組
合
を
目
し
て
代
-f
段
的-

す
る
世
評
さ

へ
一
部
に

流

・--
-

-
-

．一
れ

た
が
正
:

表
は
一
何
れ
の
日
に

か
必
ず
勝
つ
と
の
信
念
の
下
に
組
合

u
一

同
離
忍
自
重
し
て

之
を
切
り
拔
け
た
'

）
面
し
一J
送
一一・一・、っ
て

來
た
一一一一

業
制
度
改

一nr一一流-l-
に

一 :

a
-一つ
て
昭
和
一
一
十
四
年
に
漁
業
協
同
組
合
と

整
つ
た

。
唯
一一'--一場
合
北
見
地
， :・ '
の
漁

‘一 :一、一一一（' :
'r一
別
に
一一一一自の
協
同
組

合
を
組
織
す
る
こ
と
に

な
つ
た
の
で
今
造
一

補
一一
開
結
し
て

來
た
北

見
地
M
の
--l--
行
と
一・

松

一・・一
別
・り
北
見
一一一一-!M-
，除
く
北

海
適
姚

i
i
t t

l
a

業

協
同
組
合
と
し
て
發
足
し
た

。

以
上
述
、

、
來
た
っ
た
保
一融
協

^
0

-

'
協
力
組
台

、
水
産
組
合
'
協
同

組
合
の
變
遇
は
各
自

）組
一
観
内
容
や

形
体
は
異
る
も
の
あ
る
は
已
む

を
得
な
ぃ
が
組
合
一一一/一
、一一一L :
た
，-

--
的
は

一一一-
一M一孵
化
事
業
の
振
一一一一'
，
l-
實
に

對
す
る
民
間
人
と
し
て
の
協
力
に
在
る
一

-
一一は
異
な
い
の
で
豫
算

の
不
是

や
…

現

則
の
制
的
の
下
に

一 :

=
自
体
で
や
e

，
-
-

一一
な
い
こ
と
の
資
施

部
面
を
階
営
す
る
役
目
-
果
し
た
の
で

一の
る

。一体に
戰
時
及
経
戰
後

に
於
け
る
事
業
資
施
の
や
り
一情
い
部
分
へ
の

協
力
一一は
大
き
な
役
割

を
果
し
た
も
の

と
收
て
自
負
し
て
よ
い
と
思
ふ

。

其
後
の
時
勢
の
目
ま
ぐ
る
し
い
變
轉
に

も
拘
ら
，---
，・
解
化
事
業
の
一W-一一

備
一
援
充
に

對
す
る
國
及
漁
業
者
の
熱
意
は
著
し
く
向
上
し
た
こ
と
は

同
慶
の
至
で
あ
る

。
然
も
こ
の

:

積
充
を
送
行
す
る
9
に
は
全
適
の
一
難

一
田
演
業
者
の
一
丸
と
な
っ
た
團
体
の
結
成
が
要
求
さ
る
・・一・
機
運
に

到

達
し
昭
和
二
十
六
年
秋
北
海
通
陸
一
歸

增
殖
流
業
協
同
組
合
が
設
立
さ

れ
た
の
で
本
組
合
は
存
在
の
必
要
が
な
く
な
っ
て
題
に

大
正
十
三
年

創
設
さ
れ
た
北
海
適
鮮
館
孵
化
事
業
研
究
〇
か
ら
そ
の
一一一n一 :

算
を
一
根
い

で
設
立
さ
．f
・'
，

'

～
-

-

:

組
合
ル一数
（-
て
二
十
有

九
年
の
構
史
の
幕
を
閉
一づ

こ
と
に

な
っ
た
次
第
で
あ
る

。

以
上
を
細
て
:

数
こ

名
殘
・一一・惜し
む
氣
持
で
if
さ
る
・・・
が
趣
一一 :一に
於

て
全
く
同
'一
の
新

Ia
体
が
設
立

一一れ
然
も
よ
り
疆
力
な
も
の
と
し
て

生
ま
れ
た
こ
と
を
…一一 i :一一
、
そ
し
て
こ
れ
が
過
・一・一，一こ
於
け
る
書
人
の
努

力
も
何
所
か
で

一
役
資
て
．一一一e
る
と
信
じ
得
ら
・

． J・

L

の
で

］lleか
慰
む
る

こ
と
が
出
来
や
う

。唯
遺
一一mに
思
ふ
こ
と
は
本
組
合
の
解
散
に

伴
て

本
號
を
以
て
港
月
と
す
'J

一
の
已
む
な
き
に

至
つ
た
本
一
認
の

こ
と
で
あ

．

る
oこ

の
難
館
集
報
は
前
に

も
述
べ
た
が
或
特
色
を
以
て
時
に

消
長
が

あ
つ
た
が
昭
和
四
年
五
月
創
一 ::
-
-一し
て
以
來
本
號
に
一-f
る
二
十
有
四
年

間
構
a
し
た
こ
と
は
組
合
昌
及
各

方
面
の
方
々
の
御
支
投
の
賜
で
あ

る
こ
と
に

深
く
感
銘
し
茲
一
．浦
腔
の
謝
意
を
表
す
る
次
第
で
あ
る

'

- S -



叢 論

紫
外
線
の
鮭
卵
及
稚
魚
に

及
ぼ
す
影
響

北

範
、-i

u

さ
け
・
ま
す
解

:

化
場

佐

野

誠

=:

一解
'

的
の
那
は
自
然
の
:一
、．態
で
は
陽
光
の
達
し
な
い

一一一一照
な

一S
利
中

に

理
機
せ
ら
れ
解
化
後
卵
:一3一を
吸
收
す

る
迄
成
育
す
る
の
で
日
定
が

必
要
で
な
い
ば
か
り
で
な
く
其
，

直
一:
-
-

'-
-
-一一一-．
育
一一
障
，-一一一 :・一一一， '
來
す
一…一一一1-が

考
〈-

ら
れ
人
-

解
化
事
業
に
於
い
て

も
特
に
陽
光
を
防
ぐ
方
法
が
一
構

ぜ
ら
れ
解
化
'一一一一一f一一一一一a一池
共
に

日
光
の
直
射
を
一一一一一・． :-
て
操
作
が
行

，
l
）れ

て
居
，o

。

解
化
．，一'一生
中
の
難
的
那
に

對
す
一
，
陽
光

、
業
外
一線
の
影
響
に

就
い

て
の
研
究
は
内
外
に

多

く
の
報
告
が
あ
り
加
一

（一一一1
）N
ee:t
d

i-「m（ :

n--
）

菊
地

（- l
4

）
等
は
f:j
れ
も
日
光
の
長
時
間
の
照

射
は
英
の
一a
-
・一n
に

障

書
を
來
し
解
M

一 :一一の原
因
と
な
る
事
を
報
-、
、又
人
工
数一外
線
に

よ
，
，
，-

驗
に

よ
つ
て

畑
、
川
，n
（-
，9
）は
孵
化
日
数
の
短
統
と
納

，、
大
き
な
体

審
原
因
と
な
る
事
を
報
-:
て

居
る

一
方
独
那
'

猛
--l-
等
に

つ
い
て
節

木

、
波
多

野

（--・一-
）
は
拠一那
膜
S
装
外
:
組
の
透
過
限
度
を
測
'

．
-
'

し
發

育
中
0

那
に

對
す
る
影
一一':
を
一-
-

，除数
し
性
・一一木
、
，【-．．，-

．．
1-

一一，7'
J

は
・

;if
那
に
對

す
る
影
響
を
試
驗
し
て
何
れ
も
孵
化
前
の
卵
に
は
影
-

:

船
・

が
な
く
・

那
膜

を
脱
し
た
幼
体
に

は
適
常
な
照
-引

が
有
効
で
あ
一・、
と
述
べ
て
居

．
る
，-

一-一--の
様
に
那
膜
の
在
在
は

一一一一n
'
線
の
透
過
ル
一
制
約
し
又
一
定
限
度

内
の
照
一f
は
一m一-一一
f
i-一を
來
た
・

さ
な
い
ば
か
り

で
な
く
、
英
の
・
一 :一言
一，・一一 :::

効
で
あ
る
事
が

一施は
れ
，・、
の
で
あ
る

。

離一一娜
那
の
場
合
に

於
い
て

も
之
等
先
線
の
照
射
に

一
定
の

限
界
が

あ
り
生
長
に

作
う
一
發
移
と
共
に

其
の
障
寄
の
範

E
・一一一一明ら
か
に

す
る

事
・

:

人

「解
化
事
業
に

於
け
る
卵
の

取
扱
い
操
作
の

上
に
も
大
'
き

な

意
義
を
持
ち
有
効
な
装
外
總
の
利
用
と
共
に
个
後
の
一-M
-

，
-一
課
題
で
あ

ろ
・

--
o

本
實
験
は
事
業
現
場
の
要
一一一
に
よ
っ
て
-a一那
に

對
す
る

（．
受
精
後

四
時
間
～

一
'

〇
日
目

）
，
:
-
-

，
:一
-装
外
一一Mの:
-

一一一一一一一一 :
す

る
限
-一一，・一一一一求
む
る

た
め
に
行
つ
た
も
の
で
1
9
5
-

．2
．
1

0
～
:

-

．
:

-

v::
の
田
千
…一一一f-一
^
'

場

一
於
い
て

收
容
中
の

事
業
那
よ
--
供
試
卵
・一一一Lf

-l

:

取
し
て
使
用
し
た

。

手
歳
支
場
小
林
支
場
長
並
場
員
各
位
特
に
大

久
保
技
-
、

は
色
々

ー

」一援
助

を
受
け
た
-l-
度
に
記
し
て
一i---
意
を
表
す

る

。

一…．--一
驗

の

方

法

n
系

外
線
光
源
と
し
て
交
流
用
Y
型
キ

パ
太
陽
燈

（1（
-

一一V
o
l

t

6
0
0

W
a
t
t

）
を
用
い
供
試
那
は
縦
横
ー

5c

一一一
一一一一一・）c一-一の
一
分
目
金
組

總
に

納
め
流
水
中
に
收
容
し
随
時
取
出
し
て
那
の
沒
す
る
程
度
に
水

を
張
つ
た
バ
ツ
ト

中
で
4
0c

一一一
の
…

f
離
よ
り
照
射
を
行
い
度一理
後
は

元
，-

流
水
中
に
民
、し
て
組
過
を
組
察
し
た
一'
此
0

基
合
對
距

那
も
M

- 4 -

射
時
間
中
別
の
バ
ツ
ト

で
同
一
標
〇
操
作
を
行
い
取
扱
の
爲
に
生
ず
る

誤
差
を
成
べ
く
除
く
一一 :-
一一一一慮し
た

。
試
驗
那
の
收
容
水
．ia
は
常
時

8

。C
を
示
し
光
線
照
射
中
に
は
u:

．．）
C
の
・r
算
が
見
れ
ら
て

．
:
:一 ::
る

。

供
試
那
は
附
化
空
:一W
-

-一谷
の
那
よ
り
受
精
日
時
の
明
ら
か
な
次
の

一

一
種
を
採
り
一
'

f
分

、
三
〇
分

、
ハ
〇
分
・n生
の
照
一一一一一一一一一:一行
い
其
の
致

死
限
界
に
就
い
て
實
験
を
進
め
た

。

供
試

」-laの
一一一一一一一一（受
結
後
日
數

）

四
時
間
'
七
日
'

一
五
目

、二
〇
日

、一一一M
日
、
大

一
日
、
七
五
日

、八
五
日

、

九
〇
日

、
一
C
〇
日

、
一
二
〇
日
'
千
茂
支
場
の
解
化
室
水

一一一一は
期

間
中
の
偏
差
:-
-

;
0

．）

。C
で
解
化
日

數
は
六

一
日
～
六
三
目
で
あ
る

。

各
純
供
試
那
数
は
三
〇
〇

，五
〇
C
粒
と
し
産
理
後
の
組
察
日
数

は
二
〇
日

-
二

〇
日
目
迄
と
し
た
o

初
期
分
割
-llP
に

對
す
る

一一，無f

受
精
後
四
時
間
～

六
時
間
の

」
-la
に
對
し

一、〇
分
間
の
照
一打
を
行
つ

た
結
果
は

一
同
の
如
く
---a
理
後
五
日
目
及

一（
）～二
C
目

目
の
間
に

一
発
'

死

」-
ia
を
生
じ
r
居
る

が
對
照

」
-la
を
略
々
同
機
の

ff
向
を
示
し
時
に

装
外
線
の

:

反

應
と
は
認
め
難
く

一発
一 :一一に一一一-る
迄
の
障
害
を
生

一 :
1

，
，一一
も

の
と
は
考

，、'
ら
れ
な
い

。
之
等
の
印
は
四
～
八

細
胞
期
に

営
り
其
の

分
割
=一
流
4
，一見
る
と
1lll
一:-
一ほ
理
'

」-
la
に

一相
・一一，一一一一一く
の
一小
．一一一一分
割
那
が
-
心

め
ら
れ
-
-
・

」
人
-

．
，-一

構
卵
・

に

於

）、ても
通
一一一一一相々
多
く
の
不
樂
分
割
那

が
認
め
ら
れ
て
は
:

居
る
が
本

要
験
の
結
果
は
其
の
差
か
類

一一n
一一現
れ

更
に
長
一一一M一間
・の

-M
．射
に
・

，
-

、き
な
發
言
障
，・f
を
來
す
も

一 :一と
考
へ
得
ら

れ
る
o

'

一一一一一一一一9一一一題
一

一
賽
録
H
-
l

，
一

・
4・
4
7

一

（2
-

1

4
8
3

一
．

l

一28
（2
8

．6
、
oo
、）

l

4
2

（29
．3fo
、一

3
-

0

（8
．9、 oo

）

:
-

一一
（7
．5

、
oo
、） _ 1
1::1l ? 、J l:1、

之
等
の
，卵
の
長
期
-E
有
の
結
果
は
:

1

=

，一の
後
の

發
自
に

大

き
な
影
響

は
現
わ
れ
て
來
て
居
な
い

。

J

L:
日
日

、
一
五
日
日

、
二
一（
目
:

=
の

」
-la
に

對
す
る
影
一一一，
a
:

受
精
後
七
日
～
二
〇
日
目
の
那
は
一一一度一一=-一一、の
他
理
:一一」一一一的
影
響
を

-一又け
る
事
が
:
取

も
多
く
・一…
“驗
操
作
に
よ
る
影
類
:

が
納
々
'

期
著
に

現
れ

七
日
目
の
卵
で
は
對
照

」
-lP
、
照
射
那
共
に

一一一 :=ん
ど
同
機
の
例
向
で

一発

死
那
が
認
め
ら
れ
對
照
那
が
稍
々

高
率
の
結
果
を
示
し
て
居
る

。
一

五
日
目
の
那
に
於
い
て

は
一一一者共
に

五
日
目
及

一
〇
～

一
五
日

目
に

最
高
の
発
'

先

を
生
じ
特
に

一
〇
～

一
五
日［ 1
に
生
じ
た
死
那
は
對
照

卵
に
出

一一rn

で
船=

ん
と
解装
外
線
照
射
の
反
應
は
認
め
得
ら
れ
な
い

。

二
C
日
:

=
の

」
-la
に

於
い
て

も
七
H
l1
の
那
と
同
様
に

特
に
期
普
な

一 :
-

:

-

一一肥
が
見
ら
れ
」一一 :

，，之
等
外
国
の
，一一無 :に
對
し
て
最
も
抵
抗
の
弱
い
胞

降
期
に

於
い
て

も
那
膜
の
有
在
は
光
線
に
對
す
る
障
一一一一一 :と
し
て
大
き

な
役
割
を
果
し
て
居
り
本
，M
驗
の
範
国
に

於
い
て
は
上
記
一一一一一一一の卵

に
對
し
て
は
六
〇
分
間
の
装
外
線
の
-l:
一射
は
発
死
原
因
と
は
な
ら
な

い
事
が
知
ら
れ
た

。（二
、
三
、
四
一一-
）

- 5 -



'一一''、限
後
の
印
に
對
す
る
影
響

受
一M
-

・従
三

一fi-
目

=

）・即
，-一
理
化
n一的の
變
化
に

對
し
て
最
も
抵
:一一一一

が
理
く

正
常

一一一一e-一～一一::一一-一態
に

あ
る
も
の
は
注
意
し
た
取
扱
い
の
下
で

は
発
死
す
る
修
は
一一一… :
ん
ど
な
い

。
之
等
の
那
に

對
す

る
業
外
線
の
照

射
結
果
も

一用ん
ど
同
様
の
經
過
が
見
ら
れ
各
種
卵
の
中
で
最
も
一一n-一一一一一

那
の
出
現
・'一一一一使
少
で
對
M
那
と
船:
ん
ど
:
-
-

，3l
-一が
認
め
ら
れ
な
い

。
ス

長
期
に

直
一0
l

一射
に

於
い
て

も
端
ん
ど
:

英

一一一--一一應
が
期
わ
れ
」一
，發
限

期
に

連
し
た
--a
・一一':-

m
-

- :

理
化
學
的
變
化
，-一
同
様
装

一-」‘一一一一-aに
對
し
一J
も

最
も
張
い
抵
流
を
示
十

事
一'1・:一
知
・
一 :
，

れ
る

。一，
五
同

）

以
上
各
:

-

-

，
、一一一一一ぃ・一--
何
れ

も
ハ（
リ

分
間
の
素
外
線
の
:

=

一一%
に
對

し
て

は
顯
著
な
反
應
を
示
さ
な
か
っ
た
が
更
に

長
時
間
に
直
る
照
射
の
影

響
を
知
る
た
め
一 :

一一一日二
〇
分
-a-
'地

の
連
績

一一一一～mを
行
い
:

M一の
限
度
を

調
ぺ
た
結
果
は
次
表
の
如
く
自
理
開
始
後
六
～

一
〇
日
の
間
に

急
激

に
死

」
-la
の
增
加
が
見
ら
れ

一
一
～

一
一f-日
の
間
に

最
高
に

進
し
て
居

る
o

之
等
死
那
增
加
の・
一一M况
は
央
々

の
對
照
1llP
と
の
間
に

一相
々
大
き
な
差

が
---a
め
ら

れ
特
に

一
五
日

目

、
二
〇
日

目
の
卵
に

一一一一一い
て
顯
著
で
あ

る
o

七
日
目
の
卵
は
其
の
死

」
-ia
率
納
々
低
く
一反
複
照
一一一一 :に對
す
る
抵

抗
の
一一相
々
9u

一い
事
を
示
し
又
一
一
五
日

=
那
一J
於
い
て

は
解
化
這
に

一始:

ん
ど
其
の
反
應
が
現
わ
れ
て
來
な
か
っ
た

。

= 表
1o日 t.l卵20日日卵 .35日目卵

(+ ) (二 ) (+):(--)l
l

3

，

--
-
'

'
'

'，'

，-

，

i '
-

， '

， ，，．
，1

，一
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2

4

5

4

-

3

2

2

1

2 1
1
1 i

8 ・

14

18
．

20

28

］
4

10

5

10

10

2

-

1

1

1

1

l

1

1

2

4
，l4

1i

3

8
l

1

1

2

1

1

1

4

(十 ) (-)
l

1 - 1
31

2

1

3

2

1 '  5

l g

3

3

1

2

1

2

1

3

1

1

後

数

1

2

3

日

' l
2 l

1 . 1 3

8

4

5

6

7

8

9 1 2

10  l

2

2
l
i

1l

12

13

］
4

15

16

17

18

19

20

2l

22

23

24

25

26

27

28

29

一一
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一珊
一膜
脱
出
後
の
稚

一一一一に
對
す
る
影
一一一m-

:

難
卵
は
8

。C
の
水
中
で
は
受
精
後
六
〇
～
六
二
日
で
孵
化

，・解
化

直
前
三
〇
分
前
後
よ
り
孵
化
一M一一一一一一を
分
泌
し

一J
卵
膜
の
内
部
を
溶
し

之
を
破
つ
て-

脱
出
解
化
す
る

。
之
等
解
化
直
後
六

一
日
目
の
-

i
f
a

、
に

對
す
る
紫
外
識
の

照
射
は
最
も
題
著
な
影
響
を
示
し
特
に

，--

， ，，目
目

迄
の
稚
魚
に

於
い

一・・一 :
l
:
:一一一し
い
事
が
知
ら
れ
た
'

之
等
の
経
過
は
」ハ
～

一
C
-

-f
に
示
す
如
く
六
〇
分
間
の
照
・
射
は

一

〇
〇
日
日
の
稚
， :一に於
い
て
も
共
の
影
一一一一 :が
認
め
ら
-t～
丸
〇
日
目
迄

の
稚
魚
は
三
〇
分
間
の
照
射
も
納
々
期
普
な
影
無一 :・一一'1一す
事
が
知
ら

れ
た

。8
。C
の
水
温
で
E
・一一::
し
た

一
〇
一
し
日
目
の一一一一一 :・一一一は，S
に
那
資

の
三
分
の

二
を
吸
收
一一一化し
體
表
は
略

，完
成
さ
れ
た
度
商
で
'一にわ

れ

一-一の
稚
一一一特
有
の
パ
ー
マ
ー
ク
も
一
部
明
ら

か
と
な
一．
'

時
期
で
自

泳
力
も
可
成
發
速
し
時
々

中

．
-一一一を
一構-
游
す
る
に

f-
，，
，・

時
代
で
あ
る
（）

之
等
影
響
の

理
れ
る
般
況
を
見
る
と
影
響
の

一nく
な
る
一

從
つ
一J

発
死
魚
の
出
現
が
次
第
に
運
れ
六
C
日
目
の
も
の
で
は
一f
目
:

=
前

後

、九
〇
日
目
の
も
の
で
は

一
〇
日
目

、1
〇
〇
日
口
S
も
の
で
は

一

五
日
目
前
後
に
英
の

影
響
が
理
わ
れ
て
來
て
居
る
事
は
:

注
意
す
べ
き

理
象
で
あ
る

。（六
～
一
〇
同
）

日
光
の
直
射
に

よ
る

影
總
:

人
工
解
化
を
行
う
に

常
つ
て
最
も
長
時
間
に
一-i一
つ
て
直
一一明
日
光
を

受
け
る
危
險
が
あ
る
の
は
購
化
後
一一一一一一a
、
池
〈
，
放
養
-E
有
の
期
間
中
で

素
外
線
の
M
射
に

對
し
て
最
も
弱
い
時
期
に
常
り
此
の
期
田
中
は
養

i
-一一
池
‘に
板
の
'

複
い
を
し
て
直
射
日
光
を
選
け
保
護
が
加

へ
ら

れ
て

居
る

。
目

光
の
直
射
が
之
等
解
化
直
後
の
一．-
:

一一一に
及

一一一一す
影
器
に

就

い
て
は
多
く
の

「f船数
が
あ
り
長
時
間
の
影
經

一-
は
何
れ
も
一一 :一一一一一一一一の
原
因

と
な
る

一… :

一 :
，一報
告
せ
ら
れ
て
一 :--一る
:

か
:
-一一、の
限
界
に

つ
い
て
は
未
た
明

ら
か
に

せ
ら

一 :--l～
て
居
な
い

。

晴
一天
の
日
-

l

（0
5
-

．
-

-

，7
）

l
'

～
'

に
於
い
一J
之
生
'

」解
化
直
後
を
直
射

日

一'・． 一下
に

一一-='、の
影
M
-
を
見
た
結
果
で
は
那
:1n
吸
收
浮
税
‘期
迄
に

一一一・一一'究
，

，
-

'

を
生
ぜ
-
常
日
の
日
照
時
間
の
記
銘

（一
一
圖

）
に
よ
つ
て

五
時
開
以
内
の
直
射
日
光
．一一 :

之
等
業
外
線
に

一一一い
一一一一一一一一に
於
い
て
も

一数
一 :一ルの
原
因
と
は
な
ら
な
い
事
が
知
ら
れ
た

。

7 -

o

-

，

，・

〇
C
-
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一
昨
年
十
月
水
産
随
の
・ :

，
:

解
で
-l-一館

'

特
殖
協
，-a
會
，1・
札
幌
に
開
…

m

さ
れ

、
道
内
外
の
之
れ
に
開
係
す
る

'
ー

ハ
・

一， :
が
多

数
出
席
-
一
れ
て

、
ま

こ
と
に
有
意
義
の
會
合
で
あ
つ
た

。
水
産
廳
側
・0
，

換
拶
に

も
あ
つ
た

よ
う
に

、一一 :

i一館
師
r

化
事
業
も
從
来
の
観
念
的
片

か
ら
--l-
却
し
て
資
際

的
に

'
し
か
も
数
字
・r一
把
据
す

る
で
な
:

-

:

れ
ば
な
ら

ぬ
事
を
理
調
-
-

れ

、
-f一
樓
-・・一一
，・・一'-一
な
--li
，-
，一
思
は
れ
た
'

面
，・一一J
:

此

）．含
，4:

-

一於
て
第

一

に

感
じ
た

「は、
姚
的一人
工
聯
化
事
業
S

本
場
で
あ
り
'

日
本
の
観

の
先
進
で
あ
つ
た
ァ

メ

リ
ヵ
が
最

，，rや
人
-
晰
'

化
J

ら
是
を
洗
つ
て

否
そ
の
効
果
に

見
切
り
を
つ
け
て

、
そ
a
'

． '

，
'

天

然
聯
化
に

任
か
せ

、

専
ら
内
水
面f e

、 :
-

一一M
殊
に
歸
類
の
解
化
に
一中
'・・一
一，・・・
ま
ぃ

て

居
る
と
の
事

を
聞
き

、
時
代
の
推
移
も
知
ら
す
一J
1

-
-

，一一一一、
・一一一
，-
一
日
も
尚
ほ
足
ら
ー
一一

唱
い
て
居
る
書
一一●一は
、
全
く
時
代
難
れ
S
し
た
事
に
〈一一--
更

な

が

ら

-

-
ぃ
た
形
で
あ
る

。

先
年
へ
--

，ン
ト
ン

一 :一一は解
化
場
に
來
ら
れ
た
fl-
、
場
員
か
ら
本

適

の
人
工
孵
化
事
業
に
つ
い
て
一
經
・一一 '識
明
し
た
の
に

對
し
て

、
い
と
も

ァ

ツ
サ

リ
人
工
孵
化
の
効
果
は
あ
ま
り
な
い
事
を
述
一一一
，、，
--
，れ
た
と
聞

い
て

、
そ
れ
は
又
ど
ぅ
し
た
事
だ

一（ :， '

う
と
不
思
議
に

4
も
っ
て
属
つ

た

。こ
の
會
合
で
も
営
時
の
本
村
孵
化
場
長
は
'
リ
ッ
チ

博
士
の
適

内

，一一一-一一一に
何
日
も
同
行
さ
れ
て

、
人
一

，一解
化
の
効
果
を
認
識
一'--
一
せ
る

迄
に

、
大
い
に
骨
を
折
ら
れ
た
こ
と
が
一性一一．-．--
-
-
-

．

中
に

在
つ
た
が

、本

通
内
の
:

-

一a
f一衛
者
な
ら
ば

、
ど
ぅ
し
て
そ
ん
な
に
人
1
解
化
が
疑
問
一m

さ
れ
る
か
な
-
と
の
感
じ
を
持
た
れ
た
事
と
・一一一一一
も
ぅ
、）

何
し
一（ :，
先
方

で
は
河
川
に
派
一上
し
た
規
的
、
の
特
漁

、
或
一一?
一一一，・一M一の
一一一一渡
一'
工
場
廣

一一一一一一・の
河
川
放
楽
な
ど
と
い
う
一一':
-一一一一一な
り

、
組
念
な
り
が

、
恐
ら

，、ァ

メ

リ

カ

）字
引
・一f一
に

一':'
な
い
一・一・、
ろ
ぅ
か
ら
'
-

大
然

確
那
'
の
み
に
任

か

せ
て
も
ょ
い
一一'． '-・，-一一
う

し
、
書
．漁
取
締
の
た
・

一一一一一一，一・，、の
經
a
:一一r
か
け
て

も
-
簡
=
つ
効
果
が
な
い
と
'

幾
ら
日
本
の
一一-情
を
識
明
し
て
も
納
得

の
行
か
な
い
と
い
う
一一も、
職
か
し
ぃ
事
な
1
が

ら
國
情
の
相
違
を
如

何
せ

，～ :一一一一'で
あ
る
（

-
-

一
も

一':
か
ァ

メ

リ

カ

の
・・-
' :

力
者
に

人
:

l一解
化
を

一一W-一つ
て
一e
，0

事
は
付
一一一一一す
る
一
一
と
っ
出
來
る

が

、
少
く
も
書
が
:
-

-一一一一用

適
に
於
て
も

一
般
人
の
一大
物
共
a
、
:一一一」・n一的一''一一・'::'
が
改
善
さ
れ
9
限

り
人
工
解
化
を
一般
さ
れ
一u
の
み

か

、
益
々
向
-
'一一一一一一一一一 :

K

せ
・a
．

ば
な
ら
a

事
を
病
感
す
る
・一一一一 :

）
-一で
あ
る
-

今
回
の
個
し
は
前
述
の
如
く
観
念
論
を
打
破
し
た
一一一一f'
華
な
研
究
に

依
ら
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
い
う
の
で

、
先
づ
現
在

一一一姚一館
解
化
事
業

の
再
檢
討
を
す

る
事
に
な
0
解
化
室
、
孵
化
‘器

、
養
s
、
池
、
確
一m一一 :一一一一

- li -

鮭
鱒
增
殖
協
議
會
か

ら

得

，
-

:
， '

感
想

北
海
適
さ
け
・
ま
す
解
化
場

菊

地

助

る
oA

i---
節
資
一源
の

一一一．，--・
製
・

的
刷

究

B

1m
i

的

一一 :v
流
獲
続
計
調
一一n

C

海
況
，-一一一一一Sa
一調
一一n

A
、
B
、
C
、
何
れ
も
併
行
し
て
調

一一一一n
研
究
:一一一・ :一ば
な
ら
ぬ
事
項

で
あ
一一一・一一。
が

、
正
確

な
流

一型
続
計
の
一m
-

i一一一の
成
否
は
一一一 :

:

-
-

-
'・

一一の生
・

---
學
的

調
査
結
果
．一，
，一
有
効
に

も
し
，
無
効
一一
も
す

る
-
-
M

で
--P
る
-

特
一一一-
'-
?

に

於
て
は
準

一
の
．--la
渡

一M量
で
・'
，一く
し
て
例
/

'-

M
-
…
:

料
9
;--
:

一一一一0-t一-
一
、-一一一一f・・
薄

:

-

一一

N
:
…
…

一野Jn一'本
a
ま
0一法
-

'm
i

1

-

-

f

-
，，ぃ

:

一一'一

〇
:
:
:
i

一一「一一一m
-

'

持
'一‘1一一0-・一一一一f一一一一f-・

，
-
-
-

一一．f・
．
'一一一．- l
，一一'

P
:
:
:
S

「f，--
-

-
-・
一
， :

溶
'

f

f一9
購
'

un
f

-

一薄
一一一一

Q
…
:
:

'一一一「 l
-
:
-Jf

一・
一，」
．
2
-一一ft
-
'
:

一一一'c
'

N
十

0
十

P
十

，
〇
・

i

M

と
な
る
が
M
の
み

で
な
く
z
．'
C
'

P
、
Q
各
々

n
數
:

-a
を
知
る
事

が
必
要
に

な
っ
て

來
る

。一'
．一にz
．、
〇

、
P
、Q

S

う

ち
幾
つ
か
か

ら
各
・一一を
推
計
-
て
e
く
方
法
も
考

、ら
れ
る

。
!l-
の
力
法
と
-
て

数
理
的
に

推
計
し
て
e
く
・-

も
常
然
で
あ
る
が
、
l-
理
的
に
河
-
-

一 :

-

（．

河
川
の
一 :

-
，一一一に
自
動
的
に
ヵ
ゥ
ン

ト

す
る
装
一置
も
考

，
て

み
る
の
も

一
法
で
は
な
か
ろ
う

か

。
此
の
様
な
装
n
-
一
が
可
能
-
1

，

す
れ
ば
、
河
川

の
或
る
地

一一一の
通
過
・
-

一の
数
が
は
っ
-ll-
り
出
て

來
て
:
1

-
-一常
に
有
力
な

資
料

が
出
て
來

，（一一
，-・一E
1

-

-
一一一一一=;・-M

r

．-一
調
・一一:1
と
併
行
し
て

更
に

一m一一一一一一一
--
城

別

、
時
期
別
'

漁
=
?

、
漁
法
別
に

、
然
・

-
・

進
，
，'で
演
波
%
，力
，-

，S
統

計
も
必
要
と
な
っ
て
來
る

。

之
が
-a
に
は
各
一一 :

， :一一一a、
1-la
體
等
の
調
在--
研
究
機
開
が
統
一
せ
る
プ

ラ

ン

の
下
に

協
同
調
在
．

を
進
め

，
事
が
最
も
必
要
で
あ
る

。一 :一人一一一-一的

流
業
者
S
漁
一一一M
行

一一一一一9-こ
そ
は
日
々

行
な
は
れ
る
最
も
1-
要
な
'
:一驗
で

あ
る
か
ら

、
漁
業
者
-
:
-

?
M
-一回
の
漁
班
總
過
を
一一一一・一一一-
-
観
察
し
て

、
そ

れ
を
記

，-iS
し
て
le
く
の
も
a一一一一Ml

l-
重
な
資

一=で
め
る

。

姚
的

一-a
業
も
北
洋
'

千
島
を
一一一へっ
て

関
内
資
源
-一一」頼一r・
外
は
無
く

な
っ
た
今
日
，

一
方
講
和
條
約
に
よ

，て
世
界
の
流
業
-
年

ょ
り
:

n
一m

zr

受
・

「る
様
に

な
っ
て
本
た

。
今
後
S
通
一一'-一一一一一一・一一'
多
一難

一・一h-
'

-
i一

．
-一一せ
一-・

が

、
正
確
な
資
-
，の
基
礎
の
上
に

立
つ
料
解

的
な
加
M策
に
:

u
?

む
事
を

切
業
す
る

。

'

、

（昭
和
二
六
、
三
、
一一
二

、一f
特
．河
一::
に
て

）
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流
取
締
と
い
う
よ
う
に

其
の

一
つ

，．、、、、
--
に

つ
い
て
席
上
研
究
さ
れ

た

。．
自
分
も
解
化
事
業
に
從
事
し
た
の
は
四
十
年
も
前
か
ら
で
あ
る

し
、
営
時

．L'
際
に
試
驗
し
て
見
た
り

、一一一'一案し
て
見
た
り
し
た
も
の

も
最
早
ヵ
ビ
の
生
え
た
過
去
の
通
物
と
な
っ
た
の
-o
少
〈
な
い
し
、

の
〈一一一一地
な
き

一般と
い
う
事
で
あ
つ
た

。

一一ルー
來
解
化
事
業
に

-Ia
す

る
土
木
確
楽
は
'
-

一一一一．， '

．

も
の
と
述
つ
た

使
命
を
持
つ
て
居
り

、
こ
れ
を
率
門
的
に
設
計
す-'

'
人
が
あ
っ・
て
も

よ
い
と
い
う
考
を
持
つ
て
一e・
7
、
そ
れ
に

は
牌
化
技
術
者
が
そ
の
事

営
時
経
済
第

一
主
義
か
ら
一一一一一'一一一一一・し
た
も
の
・:
．．，）

業
-f
施
上
の
使
否
の
立
場
か
ら

、
或
は
--e
仔
魚
等
に

対
す
る
育
養

し
く
派
手
に
文
化
的
?
に

し
た
ら
ば
ょ
か
つ
た
ろ
ぅ
に
と
の
見
方
も

あ
り

、
之

:

n一一'，
．
是
非
に
っ
キ
一一一一一面
目
に
一一-o
議
さ
れ
て

居
る
場
面
も
あ

つ
て

、
後
の
人
の
納
一一一一一一
）行
か
一n
と
こ
一（ :
・・一'）あ
る
と
思
う

が
、
今
之

れ
を

一
刀
兩
断
的
'

に
:

片-'
付
け

て
し
ま
っ-
一ma一も
----
總
で
あ
lli
、
解
化
事

業
一n

器

一一の
--lf
更
S

一
的
と
し
て

:

-
検
-
-
て
見
度
い

。

先
づ
自
分
が
一
技
術

:

-
-

一:
と
し
て

， ）．信
念
．．
ら
'

'

-

う

な
ら
ば

、:
英
の

日
的
・一一一一一p-一一す
る
爲
に

、
最
少

．一經
費
或
，-
一
努
力
を
以
て
最
大
成
は
:
一一一

高
の
能
力
-
-
-

:

-

-一一，M
押
・
-
-

・一
-'
，）ろ
事
:

J

あ
る
、

）
離
て

開
裁

、一一一一一一一M一等の
部

面
は
二
次
的
に

考
へ
て

然
る

べ
き
も
の
で

、
殊
に
幾
同
か
の
一一一一一一一:・の

影
響
に
依
り

、
経
費
節
約
・一一一一限目
と
し
た
時
代
の

産
:

-

-

、
得
て
今

か
ら
見
れ
ば
和
野
で
あ
一一''，
た
り

、
非
能
率
的
で
あ
つ
た
り
す

る
，
'合

も
か
な
り
ぁ
る
特
で
あ
る

。
し
か
し
そ
こ
に

經
驗
を
加
味
す

よ
つ
て

結
構
そ

一一一欠
一一一一．を
力

バ
ー

す
る
事
の
出
來
る
場
合
も
ぁ
る
か

ら

'
一
概
に

之
れ
を
排
一-ri-
す
る
に
・

・
あ
た
ら

な
ぃ
，
，

、
次
、-
．

機
會
を

:

特
つ
て
:

-・
:

-

-

-一一一一し
て

も
差
支
へ
な

物
-

--

願
し
て
新
た
に

作
製
す
，

．
，
-

，
．
-

'一の・
も
ぁ
、リ

の
，=
利
な
場
合
．
・

．

，
・

あ
る
等
-FIE
'

ル
、
で
・

先
-
最
初
に

開
-

-一
と
，-一っ
た
の
，
， 一財
'

化
室
で

'

の

立
場
な
り
か
ら
の

要
求
に
一
對
し
て

、
土
木
建
築
の
設
--l'
，が
生
れ
て

こ
そ
眞
に

無
駄
を
省
い
た
所

調
モ

一ァル
孵
化
場
な
り

、一一一一一--一一池
な
り

が
完
成
す
る
も
の
と

一一 i
う
て
居
つ
・一一一一の
で

、
常
時

適
・一9
水
産
課
動
務

）現
勝
次
郎
氏
と
共
に

此
の
研
究
を

、-っ
て
最
初
に

出
來
上
が
っ
た

-一は
手
，一一一'一一M一化
場
第

二
解
化
室
の
改
楽
が
そ
れ
で
あ
る

。・
，e一
般
的
に

北
海
適
の
M一一一化
室
は
----
い
と
い
う

感
，

一を
持
た
れ
る

。之
れ
は
建
物

の
大
4
-一一一
・--
に

比
べ
て
一一一一一一一一」:=
・

が
少
な
い
・一 :
:

-

"
・

を
意
味
す

る

も
の
'

で
あ

る

。一一一 :・・，--一そ
0

通
り
で
'
お
ま
け
に
一一一一一一化
室
は

-
間
一一，．一-一水
を
使
用

す

る
開
係
上
得
て
光
線
の

一一一一一・充
分
な
-
?
に

建
設

一，一れ
て
一一-':
:

-
-

・一，．-'一の
．・・-

多
い
事
は

一
后
此
の

感
を
深
く
す
る
の
で
あ
る

。
こ
が

．に
っ
い
て
は

自
分
は
営
時
解
化
場

一動
務
し
て
居
つ
．一一

，時
代
に

'
解
:

化

一一，業
の
合

理
化
と
い
う

事
を
念
と
し
て
購
化

「附化
器
=

、
運
構
一器
'

養
魚

池
の
改
善
に

對
し
て
，一一一力
・
，-
，一-
-・-
た
常
時
の

資
任
者
と
い
つ
た
立
場

に

在
つ
た
の
で

、:一一一一一の
:一一一，で
一一一'か
設
f
し
た
が

、一一一一 :
等
は
一 :

．
-・
に

解
化

一一f-に
入
つ
て

直
感
す
る
事
は

、
那
'

J

の
解
:

-
-

一T

る
に
必
要
J
'

f

る
面
'械

に
購
化
精

）．一一一 :-
，一-
配
列
に

よ
っ
て
一一一，一定
さ
れ
、
例

、一一一四
段
装
置
に

!
-
'

て
・

し

必
要
一一，一一る
高
一-一は
中
か
・r
n
-

-

-一一 :

・一一・一二
:
ぺ
位
，-
・一，
の
で
あ
る
の
に

面
横

一'～出
い
． l關

係
か
・
・
，・か
建
上
げ
を
高
・
、し
'

て

居
・

，・
-
．f
ど
・

、一、
日
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本
人
の
身
長
は
六
尺
に

達
す
る
人
は
一一一m
で
あ
る
か
ら

、
假
0
に
六
一一八

と
し
て
も
床
か
ら
三
尺
を
加
へ
て
建
上
げ
九
尺
あ
れ
ば
充
分
で

、
し

か
も
天
井
板
を
張
つ
て
一eb
な
い
に

於
て

4
や
で
、
徙
ら
に

一登
間
を
多

く
し
-
室
内
を
寒
冷
な
ら
し
め
る
事
は
特
策
で
な
い

。又
那
及
仔
角

が
光
線
に

對
す
る
感
覺
は
鐵
敏
で

、
特
に

直
射
光
線
は
絶
對
有
害
な

事
は
自
分
の
':
し

驗
で
も
明
か
で
あ
り
、
從
來
も
何
回
と
な
く
他
の
人

に

よ
っ
て

試
驗
報
告
さ
れ
て
:

M
る
の
で

、
作
業
に

支
障
な
ぃ
程
度
に

窓
を
少
く
し

、
し
か
も
此
一の

慈
も
上
げ
下
げ
窓
を
陵
し
、
六
枝
入
引

速
一前
子
一

，でも
差
支

一ぃ
な
い
が
、一一一し検
印

“一一…前画
の
處
は
最
も
長

時
間
に
一一u一一つ
て
使
用
す
一一0
1一… :
:

要
な
場
所
で
あ
る
か
ら

、
成
る

べ
く
明

る
く
す
る
必
要
が
あ
る
が

、
之
れ
-
一

す

一一、
て
一0一り一M
f
と
す
べ
、き
で

あ
る

。一画
一
，一・
水
式
購
化
を
'

室
内
で
行
う
場
合
に

は
賀
一一 :
:r
:
'

か
ら
更
に

一一一一一一一一一一上
げ
の
高
い
こ
と
を
要
し
な
い
c

ノ
〈
'

解
化
用
水
;
:

一
中

に
一9
水

を
使
用
す
る
開
係
上
'

，
-

一

、‘一一一．一氣
）發

:

1
～

一…一に
よ
っ
て

f
根
要
よ
り

一一一水

満
が
一一一一…
下
し
て

、
作
業
上
に
も
支
障
あ
る
し
腐
一一 :

-一を
一一Tか
ら
し
め
，o

欠
點
．も
あ
る
の
で

'
之
れ
を
排
除
す
る
意
味
で
一一::一ハの
流

發
量
等
を
考

慮
し
て

一
個
:
力
?
-一二
個
の
一一一
ン

チ
レ

ー
タ

ー
を
設
け

、
更
に

一一一'窓
．一一一一一 :一

設
け
で
:

此

の
調
節
に
使
用
す
る
一 :

-一一一に
し
た

。
此
の
一一一一一心は前
記
の
如

く
資
現
さ
れ
（

昭
和
四
年

）
常
時
に

於
け
る
一
の
標
準
型
と
も
い
う

一一
き
自
信
を
以
て
蘭
來
・一一::h
民
解
化
場
の
新
設
に

一對
し
之
．一一，一獎
動
し
今

日

一一J
-
S

っ
て
，

:

:
-・
る

。
近
年
検
那
作
業
は
解
化
期
間
中
時
間
的
に

も

、

日
数
的
に

も
田

一一一な
作
業
で
あ
る
か
ら

、
可
及
的
に
事
業
・，-一
業
に

推

進
す
る
爲
に

'
特
に
検
卵
室
を
設
け
て
保
温
上
に

も
遺
權
な
く
す
る

よ
う
に

し
た
事
は
技
術
者
に
取
つ
て
は
大
い
に
使
利
で
あ
る

。
千
属

ェ
ト
ロ

フ

営
路
孵
化
場
の
如
き
は
一n
，く
之
れ
を

:

-r
、

行
し
て

居
つ
た
も

の
で
、
今
日
之
れ
を
全
的
に

取
入
れ
る
事
に
な
つ
た
の
は
'
寒
国
に

於
け
る
-lf
際
間
題
か
ら
生
れ
た
孵
化
場
の
建
築
法
と
も
い
う
べ
き
で

あ
る

。
現
在
に

於
て
は
本
場
に
土
木
建
築
の

一a一門
家
を
置
い
て

一e
る

か
ら
、
此
の
點
は
好
都
合
と
い
う

べ
き
で
'
北
海
適
の
暗
い
と
稱
一、e--;

れ
る
解
化
室
は
斯
く
し
て

生
れ
た
も
の
で
あ
る
が
'
作
業
上
に

支
障

な
き
程
度
な
ら
ば
一前一一
て
特
に

明
る
く
す
る
必
要
を
認
め
な
い
け
れ
ど

も
'
多
少
の
經
費
一一一一一 :一
機
性
に

し
て
も
體
裁
よ
く
明
る
く
す
る

事
を
望

む
な
ら
ば

、
そ
れ
は
間
観
外
で
あ
る

。

解

化

器

一

水
-lf
聽
--n
の

一0-一明
に
よ
れ
ば

、
ア
メ

リ

カ
，-

細--
向
・
に

，一一一，く
一-
，a

13

式
、
即
ち
ァ
ト
キ

ン

ス

式
に

よ
つ
J
'/

も
の
は
一
，1:i
ん
・ :
，，．-

．
-

/
一

い
と
の
事
で

一

一J
れ
は
出
來

一一、れ
ば
其
の
方
は
結
果
も
ょ
ぃ
に

相
:'
、 '?

な
い
が
'
本
適

の
如
く
收

一容卵
数

一一一，-一一一，い
處
で
は
ァ
ト

キ
ン

ス

式
又
は
こ
れ
に

期
似

す
る
收
容
法
な
ら
で
は

、
一一一一'眞
似
る

一一一一'．--，-一・
可
能
と
思
'-

一れ
る

。

:
-
-一ァ
ト

キ

ン
ス

式
の
購
化
一n
…

は

、
最
初
は
直

一一一的
に

二
間
補
と
し
各

一一m一化
器
を
入
れ
る
前
機
に

仕
切
り
．
-
-

-

・一一一一一一一し
て
解
化
器
を
通
過
し
た
水

は

、
一
應
親
ま
っ
て

次
の
m一一一化
器
を
通
り

、
結

:

同
八
組
の
購
化
器
を

通
し
て
始
め
て
次
補
に

流
れ
込
む
と
い
う
方
法
で

、
之
れ
は
全
く
水

の
合
理
的
な
使
ひ
方
と
い
う

べ
・一一一一一で
あ
る
が
、
・
ぃ
'

際
問
題
と
し
て
は

そ
こ
這
は
e
か
・

ず
と
も
'
水
質
・

よ
く
て
水
:

-

i
1一
さ
い
一一 :一高
で

あ

れ

ば

、一
相
内
の
各
仕
切
り
の
如
き
は
必
・
ず

し
も
必
要
で
な
/

、、
率
ろ
水



の
循
選
を
速
か
な
ら
し
め
，一一一一:p
が
大

一…- :・
た
と
い
う
の
で

相
の
長
さ

を
六
:一一 :

ハ
と
し
'
=一っ
排
水
部
--:
改

一， :し
ァ

、-一常
，の

一器水
一

平
・1---
な

水
と
な
っ
一，--
K
…

下

，'
酸
素
も
充
分
合
有
す
，'
'-，

よ
う
に

と
段
階
を
多

く
し
た
が

、
成
細
顧
る
優
秀
で
あ
つ
た

。
前
來
一一一… :l一一一の
あ
る
出一一では

之
れ
．一一:・一採
用
-
．

て
一一．，
l;i-
る
が

、
今
日
か
ら
見
て
も
決
し
て
不
都
合
c-
な

く

、
且
つ
那
・
J
の
購
化
中
に
於
け
る

一E一n・一一一一の
;-=
iR
:

-

，，に
對
す
る
半
m

一方M一一・一 : l一の
--
船m
に
よ
つ
一，一
も
明
か
で
あ
る

。

〈

解
化
盆
は
ァ
メ
リ

カ

の
直
傳
で
は
あ
る
一-
、一一
、
金
細
の

一一一止め
に

ァ

ス
フ

ア

ル
ト

を
生
一 :
本

-

た
も
の

は
、
一
期
間
の
使
用
に

よ
つ
て
一一一州

を
生
一一一，・:る
か
ら
年

、
，
-
-

-一一一一:を
-
な
r
れ
ば
追
・一一、一第
、
．一爲
に
，----
金
が
折

れ
た
り
す
る
の
で
面
自
，

、なぃ
，

）．-一一'
千
茂
附
化

一一一一 :，-，一
」
生
漆
一，-一一・一一f
-一一
-l:
塗

つ
て
燒
付
け
す
る
一一
と
を
・ '
，・'見
-
、
之
れ
を
使
用
し
て

立
一派
な
成
一
敬

を
納
め
た
こ
と
は
解
化
盆
界
の
大
準
明
で
'
正
に
特

一一--・
に

:一m一す
る
も

の
で
あ
る
が
、
戰

T
削
後
か
一一．一一一一一一一 :料
が
不
自
由
に

な
-l
）、
殊
に
法
の

如
き
は
入
手
困
難
と
高
做
の
爲
め
一到
底
手
が
出
な
い
有
様
と
な
っ
て

現
在
に
於
て
は
此
の
接
盆
の
製
作
を
見
合
せ
て
居
る
が

、
章
な
る
一
展

更
と
し
て
a一m一ら
れ
る
こ
と
は
一通
一使

一で
あ
つ
て

、
解
化
成
i ij-
向
上
の
點

か
ら
も
是
非
再
登
一
場
せ
し
め
度
い
も
の
で
あ
る

。
或
人
は
金
細
の
目

は
取
て

現
在
の
よ
ぅ
に

長
方
形
で
な
く
と
も
'
一一一::通
の
も
の
で
も
差

支
な
い
で
は
な
い
か
と
い
う
が
、
勿
論
小
規
機
の
場
合
な
ら
ば
技
術

的
に

如
何
様
の
手
段
も
取
り
得
一一，一一が
、
那

」「・一一一・ :一
大
:

-

u-
に
解
化
す
る
-a

で
は
現
在
の
も
の
を
特
に
改
進

」す
る
の
要
-
認
〇

な
ぃ
も

の

と

思

好 果 直 別 創
リ

ツ

り
と
い

る
と
発

場
の
一
池

で
は
な

派
に
育

れ
た
も

利
を
效

' 見 す - 1: t尊 あ 三 は 防 の れ 一'u _ら る 居 士 げ 十 1i1l 止 整 、た ?i

見 あ  も
る る の
も °を
良 孵 除
好 化 い む  と 出
で 相 て で: 思 來
、を は と は る 1K要 こ ら は て 四 及 l ま 民 1 」-- 育
1L 以 泥 を れ  し1也 し と れ 日  ゐ 年 f jl- 施を . '.l'.
っ て 土 iljli1 る 、 に の  を る 本 る か flil さ 見は11 ll

如
何
一，
一
し
て
・n
養
す

，-'
か

れ
ば
わ
か
，一
よ
う
に

'
池

れ
て
居
ら
な
か
っ
た
が

、

に

對
し
て
械

一長 :

‘一・一一一る
こ
と

ら
日
種
被

，-一
以
て
之
れ
を

〇一一一・一一一一
」 :m
を
培
外
池
に

放
来n

よ
う
で
あ
一一 :一が
、
そ
れ
は

指
し
て
一の
る

。
博
一-:
は
北

感
じ
か
知
ら
ん
が

、
必
ず

在
つ
て
は
此
の
點
，ク

:

ん
ど

之
れ
は
多
分
河
水
を
使
用

本
適
の
一一 ::， :

-

M一池
に
は
つ

動
し
て
居
る
か
ら

、
地
勢

に

使
る
被
--
，等
は
湖
次
部
i

一一一::-一一一を一一-
n
す
る
事
は
通

普
通
の
事
で
あ
る
が
そ
の

一一間題
'
こ
れ
は

の
巾
を
二
間
と
し

總

，、一一M-
一一・一一re--;
れ
て

が
-
明
、-

一れ
た
結

防
-'
-

し
、
--l-
期
的

」一
，る
事
は
不
可
な

-l・a土
に
:

-一・ :--
-

が
入

海
通
の

ど
の
聯
化

し
も
そ
う
ば
か
り

o
1一一一rな
い
迄
に
立

し
た
も
S
を
指
さ

と
め
て
池
底
に
砂
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上
止
減
さ
水
上
收
容

む
を
得
さ
る

れ
る
も
の
で

の

開
係
よ
り

力
は
六
尺
精

う
〇

に
於
て
五
'
六
千
尾
精
々
で
あ
る
が

、
普
通
の
池
を
使
用
す
る

場
合

は

一
坪
三
方

尾
位
を
適
営
と
し

、
最
も
良
好
な
る
也
で
は
一五
方

尾
も

可

．能な
事
は
試
驗
の
結
果
明
か
で
あ
る
o

大

正
三
年
か
ら
・一r
田
芳
男

氏
は
前
記
購
化
一相
、一一一高度
に

利
用
す
る
使一に金
細
の
育
養
盆
を
四
救

入
れ

一
相
を
以
て

f-
り

尾
1

E

1

l l
f

の
試
驗
に
略
・一r
成
功
し
て
居
る

が

、

f
際
操
作
の
上
に
不
備
の
一一一一．があ
っ
て

、
其
後
千
茂
孵
化
場
に

於
て

再
三
試
驗
を
重
ね
た
が

、
容
器
S
完
全
を
期
せ
ん
と
せ
ば
金
細
等
非

…

に
高
--
に
つ
く
の
で

、
現
在
に

於
て
は
之
れ
-

-一使
用

し
て

な
ぃ

が

、
経
投
が
ゆ
，ハ一 :一一一一ば
仔
魚
育
養
上
の
有
力
な
る
考
案
と
:

，一一E
う
べ
き

で
あ
る
o

一一一一W一に
仔
的

術
有
池
の

構
築
上
に
つ
い
て
重
要
な
る
事
は
'
仔
魚
池

と
し
稚
魚
期
間
講
じ
な
く
て
は
な
ら
な
ぃ
。

・
ぐ
爲
の
金
網

一:
，の

一械
入
-
あ
る

。;if
合

一の
抑

．
r留
に

使
用
す
る
金

目
は
五
M
'

目
以

上
で
一一拔
け
る
し
、一五
M一
目
で
も
増:
被
と
の
開

流
速
が
加

一一 :一れ
ば
，ir
一體
一一一一・分
-
ル
'

'

略

出
す
．

，
l-
は
'
賀
驗
者
は

つ
て
-b
る

事
で
あ
る

。又
--=
．目
・

'一小
，-一
る
事
に

よ
つ
て
座

城
、で

爲

一
日
何
回
と
な
く
一一一一， 1・一一一‘す
一
，・
必
‘，-，

-
の

っ
て

、
從
事
者
，r
---
非
常
に

苦
第
す
る

。'
:一:
等
い
試
験
一一一
は
開
長

二
寸
に

も
成
長
せ
し
め
る
爲
に

は
約
二
ヶ
月
間
位

、'1E
方
す
る
必
要
あ
つ
て
、

」
-l;
の
間
の

減
耗
は
か

な
り
彩
し
い
数
一一進
す
一～
事
:
一
発
悟
し
な
--'

，れ
ば
な
ら
な
い

。
又
解
・

化
場
に

よ
っ
て
'
-

'

・

そ
の
設
備
を
・一一一～
た
す
べ

く
長
期
に

直
つ
て
採
那
す

る
事
と
な
れ
ば

、:
-

M
:

-
-

一S

池
の
一
構
造
に

よ
っ
て

一．一老
幼
混
合
し
て
非
常

に
所
置
に
田
，（--
・一一一も出
理
す
:

・J
。
反
對
に

睛
獲
吸
收

一-一の
一一----一一魚
を
任

意
流
下
せ
し
一 :一
る
-
'
，一一一一一、は
一

ク

ん
ど
細

一 :i
，
〇

必
要
も
な
い
わ
け
だ
が

、

要
は
所

，=
観
念
的

．一一一流
數
で
は
い
け
な
い
の
で
あ
る
か
ら

'
波
流
の

．n数
を
正
格
な
ら
し
め
る
爲
の

養
布

一池
と
し
て
は
来
だ
研
究
の
全
地

が
多
分
に

あ
る
事
を
認
め
る

）
只
一一，?
現
段
階
は
仔
魚
n一一生
間
近
な
時

に

死
卵
を
摘
出
し
て
總
死
卵
数
を
求
め
、
整
容

卵
数
よ
り
差
引
い
た

も
の
を
以
て
解
化

表
と
し
た
が

、
從
來
は
之
れ
を
以
て

一一一一一一一解
化

事
業
の
港
り
と
し
，
放
流
数
は
飼
育
期
開
中
に
m-
-一一一一一す
る
数
を
計
上

し
、
此
の
分
を
差
引
け
ば
結
:

同

放
流
数
を
得

る
理
屈
で
は
あ
る
が

、

こ
れ
は
整
だ
不
安
定
の
數
で

、
千
歳
附
化
場

に
於
て

は
数
十
年
の
音

か
ら
之
れ
を
出
來
得
る
だ
け
正
確
な
ら
し
め
る
爲

、一一一一一一一池の
各
處

に

於
て

一
外
内
の

一一一一一一一 :一一一・一S・-
-
:

一
丹
念
に

計
一一一' :一:l-
て
略
・一一、:一一一一m
の
數
を
っ

か
み
-
'

た
時
代
も
ぁ
り
、
M一一・化
補
内
で
E
育
し
た
・一．．p
の
も
同
接
計
上

し
た
こ
と
も
ぁ
っ
た
が
'
入
一

，営
時
の
記
難;
を
失
つ
て
る
る
が

、
良
好

な
池

一一あ
れ
ば
日
一一一一一一一一・一一一，・' :1一m
・ :

-
、し
て
見
．。一一一一
一一一一…一ん
ど
死
．一…
も
見
ら
れ

9
開
'

美
f
に

一f
-
，-一て
:

，．る
・ :

を
'-
見
す
る
事
で
-

る
-

こ
れ
も
正

lf

、言
う

と
時
形
一一ン或
は
一一一一一一物-
'-一一 :-一一一一
．-

M

一は
性
般
-・一一の・
，
:

-
l

一
喰

に

-il-
っ

た

、
所

調
疆
者
生
一一 :

:

'
:

一一場
面
で
あ
る

。一m :-
:

様
な
わ
一一 ::-
j
・

で
た
と
へ
正

確
な
放
流
数
は
一-:-
-

-
一n
-
'
・一一一一と
も
'
養
・一M
池
一一一一一に
玉
一-li
砂
利
．一一，一充
分
敷

き
込
み
'
清
--
前
'
さ
れ
た
--l9
水
池
に
收
容
さ
れ
:

．もの
な
ら
ば
、
精

一一

一一%
:
-

i
:
械
施
率
で
立
一
．，波に
:一一一一流

・一一，一
し
め
る
事
が
出
來
る
か
と
思
う

が
'

（，本
道
孵
化
場
の
現
-l--
は
仔
a
-

（的
育
池
の
'

大
改
修
を

:

控
え
て
一〇

る
の
で
'
前
記
の
如
く
・一一
，
:

-一連
に

放
流
数
の
正
確
を
期
す
る
事
は

一一一一一'難

の
業
で
あ
る

。
面
し
て
一一 :一一 :魚
の
數
，一a一--
計
算

一，る
方
法
に
つ
い
て

は

、

之
れ
を

一
定
容
器
、 :一一一一数
を
一一一原
め
計
算
し

、
積
算
し
て
之
れ
を
定
め

る
か

、
或
は
f
'

卅-
に

よ
っ
て
決
定
す
る
か
，
そ
の
難
易
は
兩
者
と
も

- 1 5 -



簡

一一一・に
一一一 :

一一一定
し

一解M一
．く

、
そ
一一'一何
づ
れ
に

よ
る
も
f
数
を
つ
か
む
一一
と

が
容
9R
で

一，4い
'

）

今
差
常
つ
た
間
題
は

、
解
化
場
か
ら
放
流
re---
れ
た
三
憶
に

近
い

一一一一一

M一J
'
本
一一一一fのル0
-

-一… :を
離
れ
・一一一一一一一何程
の
数
・J

果
し
て
浦
足
に
北
祥

の

海
に

行
く
力
否
や

で
あ
る

。之
れ
を
全
般
的
に
見
れ
ば
各
解
化
場

か
ら
:
-一一一流
さ
れ
る
時
期
は
必
-l-
し
も

一
定
-一一，6い
。
假

、ば
‘水
m

:

m一

帶
で
も
一灌
概
満
に

水
を
引
く
の
が
五
．．- :
-f
一
目
・
か

ら
と
し
て

も
'
そ
一一

以
前
に
す
で
に
一一一一．--一が
そ
の
開
円
を
無
一
那
通
過
す

る
一1
，・一と
も
一一-
・一一に

し
て
あ
る

、
i一一・一一ル一…一一一に
於
て
も
一一一一一 :一一一出
現
-
時
期
に

は
来
だ
定
置

、

又
は
-

-一一細
漁
業
の
許
可
期
間
外
に
'n
つ
一J
、
海
に

於
け
る
被
害
は

一-

に
他
の
無
旅
'
に

食
は
れ
る
に
け
一一終
:

一、、
）の
も
あ
る
'/

く
'
文
コ
ナ

ゴ
等
小
目
の
網
に

よ
つ
て
混
独
さ
れ
る
事
も
な
し
と
し
な
い
か
ら

、

英
の
地
方
々
々

に

於
け
る
度
構
を
知
る
事
が
先
決
で

、
技
年
來
特
に

此
の
一一一一一に留
意
し
'
．，・一一 :

:
-

-一一一化
場
は
調
査
を
し
て

ゐ
る

の
で

、
追
-

と

資
料
も
集
表
-l-

、
そ

）時
こ
そ
回
師
率
の
如
き
も

一一一一用
明
販
に

な
る

も
の

と
ule
推
す
る

。

期
く
観
來
れ
ば
本
適
に

解
化
事
業
始
ま
っ
て

一一…一f-の
方

、
格
段
の
進

少
を
見
た
と
-r-
心

一，，-
れ
る
期
も
一a
め
て
少
な
い
一nt一
を
思
は
れ
る

が
'
英

の
後
一一一-

．
那
の
'
受
結

」
-l-
・

-
・

一一一一進
等
に
對
す
る
米
一
国
S
方
法
の
一一一一一 :文
を

一3

上
に

敞
見
す
る
、・

:
を
jl
'
さ
に
検
討
す
:t～
ば

、
本
適
0

そ
れ
に
比
べ

て

必
・一一一，し
も
す
べ
て

の
期
:

に

於
て
進

．一一．して
:
:

E一:るも
の
と
組
ら
れ
な

い
が

、
こ
れ
-
準
に

喰
は
・f i
1

，一解
一や
'
毛
嫌
な
ど
い
う
べ
き
も
の
で
な

く

、
極
め
て
識
照
な
:

．用
持
ち
に

於
て
一洲
ひ
得
る
も
の
で
あ
る

。
來
る

べ
き
會
合
に
於
て
は
必
ず
や
科
m一に立
関
一
し
た
新
研
究
に

よ
つ
て

、

一
田
一

期
的
解
化
事
業
を
望
む
も
の
は

、
す

べ
て
の
聯
化

一at一
業
者
の
一絶
'
，～

ざ
る
念
願
で
あ
る
と
思
う

。
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け

の

廉
'

賈

記

御

名

神

岳

史

一'
サ
ァ
買
つ
た
一一=一つ
た

、
理
一、e-l-
け
の・
・
，、
・
…一一一一一nり
だ

。
一
尾
-f
五
十
国

か
ら
ぉ
好
み

次
第
だ

」

r

そ
こ
の
一一一e-
S一一◆e
ん
ど
れ
が
い
-・
か
い

。
そ
こ
の
・一一eM
f
re--;
ん
安
く
し

て
．一一eく
よ

。な
あ
に
規
方
は
日
の
丸
だ
要
心
し
て
・一u一け
と
く
よ

」

r

品
物
は
御
ilt
-

），通
り

立
派
‘な
も
の
だ
o

あ
ん
ま
り
安
い
か
ら
氣
'--

，、

ち
が
惡
く
て
手
が
出
な
い
の
か
い

」

「・ど
う
で
す
奧
一一'-一ん
だ
ま
さ
れ
た
と
思
つ
て

一
尾
買
つ
て
行
き
ま
せ

ん
か

'
食
ぺ
る
と
・
さ
は
一a
，
こ
の
ま
・一-
一
晩
水
に
-l-
け
て
-一出
し
し

て
か
ら
燒
い
て
食
一一、
て
御
-llf
な
さ
い

、・
そ
れ
こ
そ
美
味
し
く
て
美
味

し
く
て
御
領
が

一・
ぜ
ん
餘
け
い
に

食
ぺ
ら
れ
ま
す
よ

」

「え
'
そ
こ
の

4
容
さ
ん
は
内
地
送
り
を
す
る
の
で
手
日
一の
が
ほ
し

い
ん
で
す
つ
て

。
そ
れ
な
ら
こ
れ
が
い

、
・
で
し
よ
う

。一-
-

一
叩
・一一一一
a
nP
き
で
八

百
--a
は
あ
り
ま
す

よ

。こ
れ
を
化
桃
la
に
語
め
て

包
装
す
る
と
T
度

一一W:（
目
位
に

な
り
ま
す

一M・a。ー
ハ
、
丈
夫
郵
便
:

同

で
受
付
け
ま
す

。こ
の

位
の
1lf;

で
す
と
術
で
買
つ
た
ら
い
く
ら
・…一一一く
て

も
七
百
圓
は
と
ら
れ

る
で
し
よ
う
o

よ
か
つ
た
ら
一一 :
一自
五
十
国
ま
で
に
し
て
お
き
ま
し
ょ

う

。い
か
が
で
す

、
ま
つ
た
く
安
い
も
ん
で
す
よ

」

「い
く
ら
安
い
つ
た
っ
て

こ
ん
な
安
い
も
の
が
あ

‘）ま
す
か

。符
で

一

は
紙
切
の
よ
・:
，な切
身
を
い
く
ら

一 :J・ :一つ
一，・一一一一一一る
と
思
ひ
ま
す

。
こ

で
は
-ln-
、一川
も
尻
尾
も
ち

．l-
ん
と
揃
つ
た
立
派
な
．双
が
:
ハ

の
商

五

十
国
で
買
え
る
ん
で
す
よ

。
さ
っ
き
な
ん
か

、
何
-la
か
の
魚
屋
一re
ん

が
全
部
買
ひ
た
い
か
ら
一一一:一つ
て
く
れ
な
ん
て
言
つ
て
來
ま
し
た
が
ね

我
一一一は
商
資
氣
を
離
れ
て
市
民
の
皆
様
に
原
償
販
一一一 :

:一を
し
て

一eb
る
ん

だ
か
ら

、
そ
う
云

，l-人
達
に

は
，-M

る
一
，J
と
は
出
來
ま
せ
ん
よ

」

「一一一一一一」
こ
れ
は
昨
年
の
幕
、
本
組
合
が
札
解
市
商
一一程
西
三
丁
目

（薄
野

）

の
一
角
で
-一aさ
け
の
直
一
資
を
や

つ
た
と

一一一---の
光
景
で
あ
る
o

開
設
簡
所
は
幌
都
離

一
の
目
被
の
場
所
で
ぁ
り
、
，- :一傅
そ
の
も
の

が
効
を
実
し
た
の
で
あ
ろ
う

、
開
n
-
:-
初
日
は
嚴
寒
に
も
か
4
わ
ら
・一「

早
-5
よ
-・黑
山
の
人
;tii i
:-
作
り
、
俄
仕
込
み
一一 :一我
一一一一買
子
を
面
一一一一は

し
た
も
の
で
あ
る

。

田
口
二
一間
'
奥
行
二
間
半
の
猫
〇
'

紅
に
も
及
ば
n
狭
い
店
内
に

は

コ
の
字
型
に
一a
-一・一口が
設
け
ら
れ

、
こ
の
上
に

-a
さ
け
が
積

，-・
重
ね
て

あ
る

。-lh
．は本
組
合
生
jf
っ
+
勝
も
の

、
割
路
も
の
'
千
競
も
の
の

三
種
類

。

開
店
は
午
前
十
時

。開
店
と
同
時
に
人
垣
は
な
だ
れ
を
打
つ
て
店

内
に
設
到
す
る
o

さ
ん
ざ
ん
・一一3風
に

一一nさ
れ
て
-b
た
せ
い
も
ぁ
ろ
う

が
整
理
員
の
言
一葉
も
何
も
盤
く
も
の
で
は
な
い

、一
用
外
よ
り
は
い
く

ら
か
吸
い
こ
の
店
内
に
何
と
か
し
て
構
-・込
み

、
ま
字
寒
風
か
ら
身

を
避
け
而
し
て
後
徐
一一一 'に
照
魚
を
買
-a
る

一-::-

，一う
現
脇
ら
し
い
o

そ

れ
で
も
ど
う
や
ら
こ
の
日
は
午
後
一'一'
時
閉
店
ま
で
に

約
四
百
---
を
・一一:-

0
誌
し

、
ほ
っ
と
し
た

。

'

一
日
目
は
前
日
の
商
况
が
好
評
．一一一，一一mr
し
て
-b
る
上
に
出
是
も
繁
多

な
土
躍
日
と
あ
り
、
相
営
の
混
確
．一に
一n
想
し
て
は
-b
た
も
の
4

'
い

さ
常
日

と
な
っ
て
早
朝
買
店
に

到
一 :一一，-し
て
見
て

驚
い
た
の
な
ん
の

、

・
・
・

未
だ
八
時
前
だ
と
云
う
に
既
に
理
一一一衆
は
黑
山
を
な
し

、．
早
く
開
け
れ

・
・
・

．

開
け
れ
と一一一いて
-b
る

。

「・一一一一婆
一n一
ん
は

一
番
先
-if-
の
よ
う
だ
が
何
時
頃
か
ら
來
て
待
つ
て
る

の

」'と
戸
口
に
ギ
ュ
ウ

:

キ

ュ
ウ

身
を
押
し
つ
け
ら
れ
て
悲
鳴
を
あ
げ

て

一e
る
七
十
才
前
後
の
お
要
さ
ん

一一一零一n一て
見
る
o

「わ
し
か
い

、
わ
し
は
昨
日
運
く
來
た
の
で

一
尾
も
買
は
・一「に
一一一一一一一S l一

り
し
た
か
ら

、
今
朝
は
四
時
過
ぎ
に

起
き
て
五
時
頃
に
は
こ
4
へ
來
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編
一

集
一

後

記
一

〇
半
田
組
合
長
の
御
換
が
で
明
か
な
る
通
り
こ
の
組

合
も
北

一-l-鑑
鮎
館
場
就
-lln
表
協
同
組
合
の
一一一9
生
に

伴
い
近
く
解
散
す
一一一一
こ
と
と
な
っ
た
の
で
本
誌
も

--l-
確
な
が
ら
本
號
を
以
て

，般一刊
と
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
o

想
へ
ば
昭
和
二
-'
二
年
二
月
複
判
第
四
十
四
a一を

室
-」r
し
て
以
來
f-
刊
f
-

と
し
て
其
の
-l1;
み
は
-li-
々

た
る
も
の
で
あ
り
ま
し
た
が
設
者
各
位
に
は
常
に

一一i-一ら
ざ
る
御
-ll:
接
と
御
愛
-ila
と
を
陽
り
今
日
ま
で

一一一一続
し
得
ま
し
た
こ
と
は
狗
に
感
一訊
に
地
一・-・
～

-
次

第
で
あ
り

:
-

一a
'

に
更
め
て
寄
納
一一一一一並
び
に
講
者
一一0 :

:

-
:

-
～

-

に
深
一一一一一な
る
感
割
の
念
を

:

一一a一げ
ま
す
o

〇
北
海
適
さ
け
・
ま
」一，解一化
場
調

一一一M一課
長
の
:a
i一野
:

-

S
-

官
酸
に
は
平
素
公
i

務
一5一め一，一御
多

一mで
居
ら
る
4

が
a
集
子
の
願
を
客
れ
て
J
一一一 :

-f
な
論
文
を
御
一一一． '-一一一一

下
さ
れ
本
解
散
號
に

一
段
の
光
影
を
添
へ
し
め
ら

れ
ま
し
た
御
好
意
厚
く
御
iia
申
上
げ
ま
す
o

〇
安
枝
さ
ん

、
菊
地
さ
ん

、
水
上
さ
ん
等
の
玉
稿
は

既
に
昨
存
一

］
-l-
戴
し
て
居
た
の
で
す
が
一構
集
子
が
昨

一林
來
新
設
北

海
一a一通
一一一a一-lle
-ll-
放
漁
業
協
同
組
合
の
'li1-

立
事
務
の

一
部
を
--f
lf
さ
れ
、
そ
の
事
務
に
一一一一一到

し
た
た
:

り

自
然
本
誌
の
a
集
が
頭
に
な
り
ま
し
た

の
で
些
か
時
構
を
一選
し
た
-f
が
あ
り
ま
す
が
本
境

に
操
銭
し
た
次
第
一0一種
の
資
を
ま
9
が
れ
ま
せ
ん

が
事
情
御
了

一M
の
上
お
置
恕
を
一
期
ひ
ま
す

。

C
さ
ら
ば
寄
統
者
各

一一一一一一一一一び
に
識
者
各
位

、
心
か
ら

そ
の
平
安
を
お
新
り
し
て
し
ば
・r :
-

・一一、、・
の
御
別
れ
と

致
し
ま
す
o

（千
一・一 :生
．）

一
-

告

〇
手
持
ち
の
本
誌
パ
ツ
ク

ナ

ン

パ
ー

が
多
少
あ

り
ま
す
の
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